
■変更の内容 

① 燃料費調整における燃料費調整単価の算定方法の変更（2024年 5月の検針日以降） 

(1) 概要 

日本の電力取引市場のひとつである「容量市場」（日本全体の供給力(kW)を効率的に確保する新たな電力取引市場

です。将来必要な供給力を予め確保することにより、電力の安定供給の確保や、電力取引価格の安定化を実現することが

期待されております。）に関しまして、2024 年 4 月より、容量拠出金制度が開始されます。これは、電気事業法によって供

給能力の確保が義務づけられている小売電気事業者等が、容量市場において国全体で確保した供給力について容量提供

事業者に対して支払う対価（容量拠出金）を負担する制度です。 

 

当社は、この容量拠出金に相当する額として当社が定める金額をお客さまにご負担いただくため、2024 年 5月の検針日

以降の期間において使用される電気の料金につきまして、燃料費調整における燃料費調整単価の算定式を、以下のとおり変

更いたします。（下線を付した部分が追加となります。） 

なお、以下の算式における平均燃料価格及び基準単価については電気供給約款に定めるとおりとし、基準燃料価格につ

いては、それぞれ供給区域ごとに以下表に定めるとおりです。これらの内容に変更はございません。 

 

・1 キロリットル当たりの平均燃料価格が基準燃料価格を下回る場合 

燃料費調整単価 ＝（基準燃料価格－平均燃料価格）× 基準単価 ÷ 1,000 

  － 当社が定める容量拠出金反映単価(※1)(※2) 

※この算式により算定された値が負の数になる場合には、その絶対値を燃料費調整単価として適用して燃料

費調整額を算定いたします。この場合、電気料金において燃料費調整額は加算となります。 

 

・1 キロリットル当たりの平均燃料価格が基準燃料価格を上回る場合 

燃料費調整単価 ＝ （平均燃料価格－基準燃料価格）× 基準単価 ÷ 1,000 

  ＋ 当社が定める容量拠出金反映単価(※1)(※2) 

 

供給区域 基準燃料価格 

東北電力ネットワーク株式会社の供給区域 31,400 円 

東京電力パワーグリッド株式会社の供給区域 44,200 円 

中部電力パワーグリッド株式会社の供給区域 45,900 円 

九州電力送配電株式会社の供給区域 27,400 円 

 

※1：2024 年 3 月 1 日付改定時点における容量拠出金反映単価は 1.1 円(税込)とします。 

※2：当社は、毎月 1 日時点において、容量拠出金反映単価の見直しを行い、当社が必要と判断した場合は、

当社が適当と判断した方法によりお客さまに通知し、その内容を改定することができるものとします。なお、N 月

1 日時点の改定の場合、その年の N 月の検針日から N＋1 月の検針日の前日までの期間において使用さ

れる電気の料金から、改定後の容量拠出金反映単価により算定する燃料費調整単価の適用を開始しま

す。 

 

※2024 年 5 月の検針日の前日までの期間において使用される電気に適用する燃料費調整に関しましては、現在のご契約

内容のとおりです。 



※その他の詳細は、当社の電気供給約款〔2024 年 3 月 1 日改定版〕別表「2 燃料費調整」の内容をご確認ください。 

 

 

② その他の変更（2024年 3月 1日以降） 

前述の①の事項の他、以下の事項に関する電気供給約款の改定を行います。詳細は、当社の電気供給約款〔2024 年

3 月 1 日改定版〕の内容をご確認ください。 

 

(1) 供給契約の変更にともなう契約変更後の書面交付について、記載事項の変更 

（記載事項のうち「契約年月日」を、「契約変更年月日」に変更いたします。） 

※改定後の電気供給約款の 2（供給約款の変更）をご参照ください。 

 

(2) お客さまの情報の取り扱いに関する規定の追加 

・当社及び当社グループ会社によるお客さまの情報の取り扱いに関する規定の追加 

※改定後の電気供給約款の 6（供給契約の申込み）をご参照ください。 

 

(3) 供給契約の実質的な変更を伴わない修正（誤字脱字や表記の修正等） 

 

(4) その他、2024 年 3 月 1 日までに当社が必要と判断し、当社が適当と判断する方法によりお客さまに通知する事項 

 

 

以上 


